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一昨年暮， Montpellier の J. BRAUN-BLANQUET 博士と令嬢か
l
ら， 長く病苦 lとなやん

















































































の令嬢にも植物をとってやってくれといわれた。もちろん，二つみつけてよい 方 を あ げ
た。そして日本人は眼もよいということになった。街道に出ると， 遂に令嬢の車は道の真
中でエンコした。私は兵隊のとき，よくやったように下車して博士夫妻を車にのせたまま，
エッサエッサと押して始動した。
83才の高令で最愛の夫人であり，研究の片腕であった故人IC別れた夫君博士の胸中は察
するにあまりある。身寄りとしては医学博士の令嬢た＇， ：＇ 1人，ほんとうに淋しいこととお
もう。 「私は研究IC没頭して悲しみを忘れよう。」と博士は書いて居られる。 共通の学聞
を通じての友情が遠く海を越えて残された夫君と令嬢のなぐさめとなることを神かけて祈
るのである。
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